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SSPACIA Reports  
共
同
管
理
が
必
要
な
区
分
所
有
建
物 

高
島
屋
南
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発

事
業
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
る
再
開
発
ビ
ル

「
柳
ケ
瀬
グ
ラ
ッ
ス
ル
35
」は
、今
春
竣
工

を
迎
え
る
。
多
く
の
再
開
発
ビ
ル
と
同
様
、

区
画
さ
れ
た
店
舗
や
住
戸
を
複
数
の
人
が

そ
れ
ぞ
れ
所
有
し
、
区
分
所
有
法
（
正
式
名

称
：
建
物
の
区
分
所
有
等
に
関
す
る
法
律
）

の
適
用
を
受
け
る
区
分
所
有
建
物
と
な
る
。 

区
分
所
有
法
に
よ
っ
て
、
建
物
は
「
専
有

部
分
」
と
「
共
用
部
分
」
に
分
け
ら
れ
、
区

画
内
部
空
間
で
あ
る
専
有
部
分
は
、各
区
分

所
有
者
が
専
用
的
に
所
有
し
、個
別
で
管
理

す
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
建
物
を
支
え
る

躯
体
（
柱
・
壁
・
床
・
天
井
）
や
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
備
な
ど
の
共
用
部
分
は
、共
同
施
設

と
し
て
区
分
所
有
者
が
共
有
し
、管
理
組
織

に
よ
っ
て
共
同
で
管
理
す
る
必
要
が
あ
る

（
敷
地
や
附
属
施
設
も
共
同
管
理
）。 

共
同
管
理
を
行
う
場
合
、区
分
所
有
者
間

で
あ
ら
か
じ
め
ル
ー
ル
を
定
め
て
お
く
こ

と
が
重
要
に
な
る
。区
分
所
有
建
物
の
代
表

例
で
あ
る
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、共
用
部
分

の
管
理
や
管
理
組
合
運
営
な
ど
の
基
本
的

な
ル
ー
ル
を
、個
々
の
マ
ン
シ
ョ
ン
の
状
況

に
応
じ
て
「
管
理
規
約
」
と
し
て
定
め
て
い

る
。 

               

管
理
規
約
の
本
格
検
討
開
始 

工
事
着
工
後
の
二
〇
一
九
年
六
月
、再
開

発
組
合
役
員
を
中
心
に
管
理
部
会
を
立
ち

上
げ
、管
理
規
約
の
本
格
的
な
検
討
を
始
め

た
。
円
滑
な
管
理
を
め
ざ
し
、
再
開
発
ビ
ル

の
特
徴
把
握
、区
分
所
有
法
や
標
準
管
理
規

約
の
確
認
を
ま
ず
行
っ
た
。 

ま
た
、都
市
再
開
発
法
第
百
三
十
三
条
の

規
定
に
よ
り
、再
開
発
組
合
が
管
理
規
約
を

検
討
し
、県
知
事
の
認
可
を
得
て
管
理
規
約

を
制
定
す
る
方
法
を
採
用
す
る
こ
と
に
し

た
。 

 複
合
再
開
発
ビ
ル
の
管
理
組
織 

柳
ケ
瀬
グ
ラ
ッ
ス
ル
35
は
、
商
業
・
公

益
的
施
設
・
住
宅
・
駐
車
場
と
複
数
の
用
途

で
構
成
さ
れ
、居
住
者
や
施
設
来
訪
者
な
ど

多
様
な
人
が
利
用
す
る
。
ま
た
、
再
開
発
事

業
の
し
く
み
上
、
従
前
権
利
者
の
ほ
か
に
、

保
留
床
取
得
者
や
分
譲
住
宅
購
入
者
が
管

理
組
合
の
構
成
員
と
し
て
多
数
加
わ
る
こ

と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
単
一
用
途
の
分
譲

マ
ン
シ
ョ
ン
に
比
べ
、所
有
者
間
で
の
調
整

事
項
が
多
く
、管
理
規
約
が
よ
り
重
要
に
な

る
。 用

途
に
応
じ
た
管
理
や
管
理
の
効
率
化

を
考
慮
し
、（
全
体
）
管
理
組
合
以
外
に
、

施
設
部
会
と
住
宅
部
会
を
規
約
に
位
置
づ

け
、五
種
類
の
共
用
部
分
等
を
三
つ
の
管
理

組
織
で
管
理
す
る
体
制
と
し
た
。
ま
た
、
各

部
会
に
管
理
者
と
な
る
部
会
長
を
置
き
、部

会
総
会
を
設
け
る
こ
と
で
、各
部
会
で
独
自

の
管
理
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。 

 

特
定
管
理
部
分
の
導
入 

外
壁
は
、施
設
や
住
宅
な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ

デ
ザ
イ
ン
が
異
な
り
、全
体
共
用
部
分
で
あ

る
こ
と
の
理
解
が
得
ら
れ
に
く
い
。そ
の
た

め
、
施
設
の
外
壁
修
繕
の
際
に
、
全
体
共
用

部
分
と
し
て
住
宅
所
有
者
に
応
分
の
負
担

を
求
め
る
と
、「
な
ぜ
、
住
宅
が
負
担
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」と
言
わ
れ
か
ね
な

い
。
ま
た
、
応
分
の
負
担
が
あ
れ
ば
、
修
繕

内
容
に
つ
い
て
住
宅
所
有
者
の
意
向
調
整

も
必
要
と
な
り
、迅
速
な
修
繕
対
応
が
困
難 

                 

に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
全

体
共
用
部
分
で
あ
っ
て
も
、特
定
の
者
の
責

任
と
負
担
に
お
い
て
、特
定
の
者
が
使
用
し
、

管
理
す
る
「
特
定
管
理
部
分
」
を
規
約
で
定

義
し
た
。
施
設
の
外
壁
は
施
設
部
会
が
、
住

宅
の
外
壁
は
住
宅
部
会
が
特
定
的
に
管
理

す
る
こ
と
で
、公
平
な
負
担
に
よ
る
合
理
的

な
管
理
を
め
ざ
し
た
。 

 

管
理
開
始 

今
春
、
管
理
組
合
設
立
総
会
が
開
か
れ
、

管
理
規
約
に
基
づ
く
管
理
が
始
ま
る
。 

管
理
部
会
は
、こ
れ
ま
で
管
理
規
約
の
検

討
、
管
理
会
社
の
選
定
な
ど
に
、
三
年
半
で

五
十
回
以
上
の
協
議
を
重
ね
て
き
た
。そ
の

実
を
結
ぶ
と
き
が
よ
う
や
く
訪
れ
る
。 


